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1792年4月20日,フランスの革命議会 は,革 命 に干渉 しよ うとする オース ト
リア君 主 に 宣 戦 を布 告,フ ランス革命 はま さに決定的 段階に さしかかってい
た.続 い てS・ロ イ セ ン も参 戦,耳erder,Goetheの君 主 た るWeimar公Karl
l
Augustもプ ロイセン軍に従軍 したので あった.、
この時機におけ るHerderとGoetheとの態 度は興味ぶかい ものが ある.
Goethe鐸8月Frankturtを経 て ・Welmar公の 陣営に 赴 いた・ かれ は
この反革命 の陣申に あつて,Valmyの 会戦 を経験 したので ある.そ して,優
秀 な装備を有 する王公 の軍隊が革命軍の ために一敗地に まみれ る有様 をみた 、
"今日の この一戦で世界歴史 は新時代に移 った."と い うかれの一・言 は,洞 察
に満 ちた もの として後世に高 く評価 されてい る.し か もGoetheは,この陣
申に あって さえ,光 学 や地質学 の研究に余念が なかった とい われている.か
れの歴 史的識見 は,た しかに当時の 多 くの知識人 よ り もはるかに高 かった.
しかし～ かれが どれだけ心 か らの感激を もって革命 の現実に 接 していたか・ そ
の態度に は さまざまな研究の余地 を残 してい る.
これ に た い して ・Herderのltt度は ど うだ っ た1ろうQ>・ iち ょ う どそ の 同 じ時
期 に,か れ は病気療養 の ために 国境に近 いAachenにい た.そ して身近に革
命の いぶ きにふれ,革 命 の うtrきに鋭 い 眼光を あびせっっ1心 か らの 感動に う
ごか されていたので ある.そ の 時 期に かれが書 いたいわゆる ・`Human雌ts-
briefe{1の申 の多 くの章が,か れの感動 を証拠だててい る・
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Ilerderの"Hunpanitatsbriefe"、は・哲学・宗教 ・歴 史ジ各国の 国民丈学 ・等
々に関す るかれの広範な研究 の帰結 として,世 界の発展に 関 して当代 の 何人に,,
も追従 をゆ る さぬ洞察を示 す書 として燦然 た る光 をはなってい る・
(2)
そ れ よ り も 先 に,Herderは,か れ の 主 著 の 一 つ で あ る"ld,eenZUrPhilo-
sophiederGeschichtederMenschheiV'に筆 を す す め て い た 。 そ れ は 第4部
ま で 完 成,発 表 され て い た の で あ る.L1784年 に 刊 行 され た 第1部 を 最 初 と し
㍉
て ・第2部1785年・第3部1787年,第4部1791年に ・おのおの発表 されたので
あるが,第4部 を書 きあげたの は,フ ランス革命勃発の前年 に あたる1788年の
ことで あった、
"われわれ の地球 は群星申 の一つの星で ある."とい う第1部,第1章 の 標題
をみて もわか るよ うに,Herderは,その歴 史哲学に於 いて,ま ず 自然 の発展 か
ら出発 するので ある.も ちろんHerderがこの書 で意 図 してい る根本 目標 は,
われわれ 人間の進 むべ き道 ・人聞社会の発展 の方向を,歴 史的 に 見 きわめよ う
とする ことに ある・'し か し,か れに よれば,人 間 も人間社会 も,そ の外的環
境の所産 なので あるか ら,ま ず,地 球 とその生成 か ら論述を始 めるの で ある.
そして ・第1部 において ・さ らにすすんで ・地球 の上で次第 に発展 す る 自然の
組織が歴 史的に研究 され る・ それ は,植 物一 動物 動物的 組織 の頂点 と
しての人 聞一 一の順序 に発展 してゆ く.第2部 におい ては,入 類学 と入類前
史 が取扱 われ るので あるが,第1部,第2部 は,自 然 のな りゆ きとして,多 く
の理論的論述 を含む ことになった.こ れに反 して,第3部 はw・・一・マ留国 崩壊
まで の,第4部 はほぼ1500年まで の人類史 の銭述 となってい る.
e-Herderは ・ 自然 および人間 社会の発展 の 原動 力一として・i建設的 タ カと破壊
的 な力 との交互作用を,そ れ ら発展 の根元において 考察 して い る・ すな わち 一
かれはそれ らが一っの因果 関係 を もって 発展 して きたことを 認 めて い るので あ
る.
しか し,同 時に,Herderは,か れの いわゆ るHumanitatの理想的 状態に
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ま で 発 展 す べ き もの とい う目標 を 人 間 社 会 に 与 え る の で あ る 。 従 っ て,``1-
deen"全巻 の 追 究 す る と こ ろ は,究 極 の と ころ,人 間 の 探 究 な の で あ り,人 間
が 益 々 近 づ い て ゆ く 耳uman雌tめ 状 態 の 追 究 な の で あ る.
Herderはi)``ldeen"第5部に お い て,ル ネ サ ン ス か ら か れ の 時 代,18世 紀
ま で の 歴 史 を 書 い て,そ れ を 完 成 させ る こ とを 期 して い た.第5部 に お い て
考 察 の 対 象 と し たHerderに 身 近 か な 歴 史 と,そ の 眼 前 に 現 象 し つ つ あ る 出 来9
事 とが ・かれρいわゆ るHumanitatの理想的 状態 に照 らし出 された とき,い
ハ
かなる様相を呈することになったかは想像に難 くない・ かれは当然それに批
判的な目を向けた・ 現存する秩序を改造すべ きだと考えだ しかるに,か
れの理想 とする社会秩序への道 は,当 時の条件か ら因果的に説明することはで
きなかった.
ドイツ古典主義一般 にお いて もそ うだが,Herderは,ギリシアがHum島ni観.,
の本 来の発生地 だ と考 えてい た,だ か らといって,他 の諸 国民や ドイ ツ民族
の過去 を過小評価 していや しむ とい う過誤に は おちい らなかった・ かれ は,
すべ てρ民族 的性格の独 自性を その歴史 か ら理解 し評価 する ことに 先鞭をつけ
た.自 らを啓蒙 された もの と自認 してい た同時代 の人々 は,申 匿を暗黒で僧
むべ き時代 とみ な したが,Herderはこれを社会 発展の 必然的 段 階 と考 えた.
そ レてそこに将来 の国民文化の萌芽 を見 出 したので あった・
すでに1760年代に,か れは[Humanitgtの拡大 に 役立づ一書を 著 わそ うと考
えていた.こ の考 えは,そ の後 もつねにかれの関心事で あった.そ してか
れ のHum細 漁t説 は,現 在 の社会事情 と密接に結 合 して論ぜ らるべ きもので
あつた.
.Herderの友GeorgM{illerは,1780年10月13日の ことを記録 して,次 の よ
うに言つてい る."わ れわれ は,現在 人類が至 る ところで坤吟 してい る抑圧 に
つ いて語った.す なわち,無 神論,専 制政治,良 心 と精神 との 屈従について,
それか ら,至 るところで,抗 弁 され ること もな く,神 聖な人権が 無視 されふみ
に じられ てい るこ とに つい て.… …啓裳 されたプ ロイセンにおいて も,衰 大 の
奴隷状態が支配 してい る…… ・"後 日又曰 く."か れ(Herder)は貴族 にお
r}
如 、
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を
ヤ
そるべ き敵意をいだいている・ 貴族は人間の平等 とキ リス ト教の すべての原
則 とに反 しノ人聞的愚昧の紀念碑だか らだ・"`
Herderにとって は,政 治的手段を顧慮 しなければHμmanittitへの道 は発見
ぎ され得 なかった ・ かれに とって政治的 な歌 はい と うべ き歌 で はなかった・
もちろん かれは真 のHumanititは,.当時の事情か ら,容易に 主張 で きる もので
はな く,そ れを拡大 してゆ くことな ど,な お さら困難 な ことを知ってい た・
``ldeen"執筆 申に も,仕事 がなかなか捗 らな い,政 府への顧慮が言 うに言われ
ぬ苦痛 を与え る,と いってい る.か れ は偽を言 いた くもない し,又 言え もし
な い・・それ故 に横 に それ てみた り,後 をぶ りむいてみた りする,し か も政治 は
連綿 として歴史 をつ らぬいて人間 の権利 を侵害 して いたので あった・
Herderは人聞社会の次 の段階への見通 しについて困難 を 感 じてい たばか り
で な く,現 状を批判 す ることに もあ らゆる束縛 を感 じていたの だ.
フランス革命が勃発 したのは,Herderが歴史の 発展に 関する徹底的 な考察
をめ ぐらして・ちょ うど上述の よ うな 問題に タやん でい る と きであった・ .当
時の ドイツに於 いて,フ ランス革命 が誰 より も強 くHerderをうこか し,か れ
が最後まで革命 の味方 として止った ことの秘密 は,か れの歴 史哲学が 説 明 して 、
くれ る.か れ は,そ こに,人 間社会が新段階に進 むべ き破壊 と建設 との力 の
相克 をみたので ある.
だが,革 命の衝撃 は,Herderの"Ideen"第5部の進行に は,か えつて障害
となった感が ある.か れ は歴 史に筆 を とることよ りも,も っと直接 に フラン
ス革命 とHumanitatとについて呼びかけたい 要求 を もつたに ちが いないか ら
ち
・で ある.か れの"Humani蹴sbriefe"はこの よ うな 要 求 か ら書 きは じめ ら
しれ たので あった.
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"Humanitatsbriefe"の書 きは じめ られた直接の最 も強力 な動因 は上述 の如 く
で あるが,Herderは,かねてか ら,ド イツにおいて も,'思想的に 又現 実的に.
解決 すべ き種 々の問題 を論 ず る共通 の場所 を求 める意 図が あった.か れ は,
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Benj.aminFran・kユinの``Poli古ic31,MisceHa丑eou8andPhi墨osophfca1Pieces
(1)ondop・M9)"の写 し を もって い た が,そ の 申 に 述 べ られ て い るFranklin
の 計 画 の うち ・ 耳erder.が最 も重 視 し た の は ・ 哲 学 や 博 愛 の 問 題 を 論 議 す る協
会,い わ ゆ る"PhiladelphiaJunto"の計 画 で あ っ た ・ カSれは こρ 計 画 に な
らって,Humanitatの問 題 を,論 述 の 形 式 で な く,闘 論 の 形 式 で 追 求 し よ う
と思ったので ある.こ れに は又,・主張 と主 張者 との仮想的 分散 によって当時
の厳 しい検閲の目をのがれる意図 も含まれていた三
さらに もう一つ・ ドィ嘱 族の織 較 化の結合点を見出 そ うとするV・n
り
Baden辺境 伯 らに よ る"TeutseheAkadePie"の計 画 が あっ た が ・ これ に も冒
Herderは関 心 を 示 し ・ こ の 計 画 に っ い て も種 々 考 察 を め ぐ らし て い た ・ そ
の こ と も"Huinanitittsbriefe"の形 式,内 容 に 影 響 を与 え て い る もの と思 わ
れ る.
し か し,や は り,、1792年の フ ラ ン ス 革 命 の 考 察 が ・ 最 初 の ほ どは,Herder
の 思 考 の 申 心 を な して い お こ と は 明 らか で あ る ・"Briefe"の第1集 の 最 初 の
草 稿 は1792年に 書 か れ た ・ そ こで は,Herderが当 代 の 人 々 に 比 べ て い か に 公
平 に 正 確 に この 大 事 件 を 評 価 し得 た か の 証 拠 が あ る.HerderはB.Franklin
の考えにな らって・友人間の文通 とい う形式で フランス革命に 関する種々の見 、
'方を客観的た提供 しよ うと企て た・ しか し,激 動 する当時め情勢下に,封 建
.的小諸 候の国 ドイツはわ きかえってお り,当 時にお いて最 も開化 した君主 に属
す るIKarlAugustやGoetheやの支配 するWeim翫rにお い"くも・Herderの公
平 さが,そ の論敵 は もとよ り,味 方 か らも反擾 され る素因を有 して いた ことは
明 らかで ある・Brief10・-Brief18・は とくに ドィッ と関連 して革命 の摩 史
的 重要性を徹底的に論議 す る計画で あったの だが,終 局的に 発表 され た第1集
はBrief13.で終ってお り,フ ランス革命を取扱った全部分 が除外 されて いた.
除外 された部分 の うちBrief13.は二っの節を残 すのみで あ り,Brief14・は
ば らば らに な り,B・ief15.は全然失 われて しまっていて,全 体 として断片的で
ある ととはまぬがれ ぬが,そ れ はや は り当代 ドイツ人に よる革命評価 の最 も高
い水 準を示 してい る・
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草稿 のBrief10.にお いて,Herderは,"ldeen"第4部の思想を継続 させ,、
ヨーロ ッパ文明 の過去の残存物 の概観 を行い,一 方 に於 いて は儀式 化 した宗教
と集積 した迷信 との,他 方 に お い て は封 建 的 な特権 と専制政治 との跡 をた
どって い る.そ レて 乙 れ に た い し て,国 家 に は 一つの 階 級 しか 存在 し
ない,す なわ ち人民(Volk)だ,そ して王 も百姓 もお のお のの 定 め られ た位置
を占 めて それに属 して い るにすぎない・ とい う思想を対置 して い.るので ある・
フランス革命 にたいす るHerderの一般 的な態度 は どうか といえば・ かれ は
フランスが制限 された王 国 となるか共和国に なるかが判 明するまで判 断を見合
せるべ きだ と考 えてい る.そ して,か れの君主KarlAugustの軍隊が ヨ■一・`
ロ ッパ反革命連合軍 と共 にValmyに あっ7,そ の同 じ時機に,か れ は次 のよ
うな意見を開陳 してい るので ある.す なわ ち,一 概 して フラン.スとフラン
ス文化 の模倣 とは過去に於 いて ドイツに害 を もた らしたが,そ れが償 われ る時.
機が来て い るのか もしれない.一 もちろん,ド イツ人 はけっして フランス人
たる ことはで きない,こ の故 に ドイツ人 は革命 か ら学び うるところを学 び,も
ちい得 ない ものを し りぞける ことによって,ま った く客観的に 革命を とり扱 わ
なければな らぬ.一 完全に新 しい国家形態の発展 とい うものは,注 意 深 く
考察 さるべ きム つの可能性 た る もの だ.
検 閲を顧慮 してHerderが印刷に付 さなかったBrief18.にお いて は,フ ラ
ンス共和国に たいす るヨーロ ッパ諸王国 の干渉政策をす る どく批判 してい る ・
.そ して,共 和 国 とい う国家形態 は,与 え られ た情勢 にお いて は,フ ランスに と
って唯一の正 しい形態で あると考 えてい る.た だ,フ ランス のいわゆ る恐怖
政治時代の党派的闘争 は・Herderの理解 の外で あった ことは 止むを得 なかっ
た・ かれ はそこに無意味 な狂暴 さしか見出せ なかったのだ・
"Briefe"におけ るフランス革命 の見方 は,お よそ以上 の よ うな もので あるが
Herderが最初か らもつてい た意 図は,さ まぎまな手紙 の形でHu通anit批に関
する論述 をしよ うとい うことで あった.従 来絶 えず研 さん して きたRuman雌t
の問題で あるか ら,"Briefe"のためのHerderの準備研究 は広範 な ものが あっ
た・ この問題 に関す る他 の人々の言葉 な ども長 い間注意深 く熱心に蒐集 して
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い たので あつた.'
かれのHumanitat説の根底 に ある もの は,人 類 は不断に発展完成の 途上に
ある と炉 う観念で あ り,、ドイツ古典主義 時代に特徴的 な教育熱 と道徳的 楽天観
が その背 景をなしてい る・Herderに とつては,人 聞 はその地理的,社 会的な
環境に よって形 づ くられ る もので ある・ しか しこの環 境 は人間に よって絶 え
ず変化 され,改 善 され うる もので あるし,又 そ うしなけれ ば な らない もので あ
る.そ れに よって人間 自身が向上発展 す るので ある.
社会に身分 とか階級 とかが あ苓ためにHumanitgtの発達が阻害 され る とい
うこともHerderは狸 解 していた.し か しかれに とって,身 分的 自負 は 一種
の妄想 なので あった(Brief46・)・しかし身分的特権 の経済的 ・政治 的影響 も
部分的に は正 し く判断 してい る(Brief57.).L
Herderは,封建的 な栓桔 を ときほ ぐすことに よって,真 の国民意識 を発展せ
ノ
しめる ことを 論 じたが(Brief57.),同時に 盲 目不当な 国民的 自負の 敵で あっ
た・ 一国民が他 よ り優 つてい る と考 えた り,他 を抑圧 した り,搾 取 しだ り、す
る ことはかれのHumanitEt説と相容れない・ かれ は植民政策に 断乎 として
反対 す る(Brief57.).祖国愛 と他国民 への友愛がHerderにあっては一致す
るので ある.
HerderのHumanit5t説はその核心 におい ては進化論的で ある.し か し
それの偉大 きは,か れが それをユー トピアを うちたてて頭 のなかだけで 解決す
る方法や,あ るいは思弁的 な方 法やで追究せず,歴 史哲学的に,結 局 は政治的
に基礎づけよ うと試 みた点 に ある.
(4)
Herderのフランス 革命 にたいす る熱 狂 は,Weimarに おけ るかれの内面 ・
ノ
外面 の状態 に微妙 な作用をお よぼ した・ 宮廷 の人々が,宗 教 ・丈教 上 の この
責任者 の"左 傾"に たいして こころよ く思 わなかったの はい うまで もない・
かれはまず"舌 をつつ しむ"こ とをよぎな くされ る.初 稿"Briefe"の主 と
して フランス革命に関す る部分 は,発 表 で きな くなって しま うし,そ の上 と り
かえす ことので きない冷い空気がかれの 周囲にっ くりだ されたので ある・
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それはHerderの不幸 と孤独 とを結果 した.ま だし も"ldeen"はX¥eimar
に於 け る友人達をは じめ,周 囲②共煙 と温い激励の うちに 進行す る ことが で き
た・ しかしそれ らの友情 もいまは失われよ うとしてい た.、
加 えて,一 方 には,1794年に,GoetheとSchillerとの友情 が結 ばれ,い わ
ゆ る"幸 福 な出来事"が起 り,以 後SρhiUerの死 に至 るまでの十年の みの り多
』い交友関係 が生ず る と
,Herderは,かれ みず か らが根底 をつちかつた ド・fッ
古典丈学 の領域 において も・ もはや影響力 を失 うに至ったので ある・
Herderの世界観全体が,現 実政治 の 直接的 な 批判 にまでかれを 駆 りたてた
の にたい して,Goetheのそれは,同 じく自然 に 根底 をお く同質 の世界観で あ
りなが らxfあるい は,全 体 としての 自然感情のなかに,あ るい は,は るかに微
ノ
細な個的 自然 のなかに埋没す るかにみえ,人 間社会の理想を求 めては,は るか
に遠 くギ リシアに想 いをはせていた.
Herderにとっては,(イ タ リ・…一か らの手紙 のなかで言つてい るよ うに)Goe。
theの生活 と態度 とが"利 己的に"思 われた一方,GoetheはHerderの傾向に
危険を感 じたので あった.Goetheが1804年IRiemerに言った言葉 が,又 し
て も洞察力の卓抜 さを示 してい る と同時に,Weimar公の 顧問官 としての,か
れの制約 された立場 をば くろしてい る."自 然諸 科学のみが実践的に な り,ピ
れに よって人類 を稗益 し うる・ 暫 学,文 献学 といった抽象的 諸科学 は,形 而
上 学的 であれば僧侶根性 とか煩環 哲学 とか い う不合理へ通 じ・鯉 惣 亟処ぼ
世界改造 お よび国家改造 とい う革命 に通ず る・"と ・
``Humanitltsbriefe"の封 建 制 批 判 と フ ラ ンス 革 命 とに 関 す る 章 句 は 骨 抜 きに
され,発 表 され な か っ た が,刊 行 され た部 分 に 於 い て,HerderがLessin9を
　へ
は じめ過去 の啓蒙主義時代の思想 家だちに帰っていったことに は意味が あった.
これは時流か らすれば一っの逆行の よ5.にみえた.し か しHerderはそ こlc,,
当時の諸問題 を解決すべ き前提 を見出 そ うと考 えたので あった.
Herder;のKant批判 も同 じ源泉か ら理解 しなければな らない.
HerderもKantもGoetheも共に,ド イ ツ市民革命 の 前夜た あって,そ の
先駆的 なイデオ ロー クとしての位置を占 める もので ある ことはまちがいない.
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か れ らは お め お の の 立 場 に あ つ て,ド イ ツ啓 蒙 主 義 か らの い っ そ うの 発 展 段 階.
を示 している・ しか し現実に おいて ドイツ市民階級 は革命 的行動 を 行 うまで
に 成熟 じていなかった ・ ここに ドイツの市民革命がまず イデオ ロギーの上 の
革命 として 発展 しなければ な らない宿命が あった・Kantの 観念 論哲学 は.
そのよ うな時代 が生んだ革命的 イデオ ロギ ーの 碕形 なので あったが,当 時の下
イツの実状に適 合 する もの として ドイツ哲 学 を支配 する もの となった.フ ラ
ンスに於い て現 実の革命 が進 行す るのに対 応 して,ド イツで はイデォ ロギーの 一
世界だ けに革命 が 行 われて いつたので ある・ しかし,Herderの眼界 は も'o
と広 く,も っ と深 く行 きわアこってい た・ かれ は地球の 生成 か ら人 閲社会 の発
ご
展までを観念 としてではな く,現実的な もの として研究 していた.18世 にい
たるまでの自然科学や社会科学の成果をわが ものとしてこれに 適用 した。 あ
らゆる民族の文学や思想を,そ れぞれ独自の価値を もっもの として,そ の歴史
的発展を倦むことな く研 さんしつ くしていた.か れは ドイツ的地盤 をの6こ'(
えて,世 界 の歩 みに参与 してい たので ある.
Herderにあっては人 間は 自然の 産物で ある.か れ は自然 の 発展 の 段階 の'
うえ忙人 聞の発生 をみるので ある.人 間的思考 と人間理性 も自然の産物 なの
で あ 瓠 人澗 の外的な諸関係 に よつて決定 づけ られている ので ある・ すなわ
ち,と こに 人閥理性を観察 の出発点 とするK蹴 古の方 法 との決定的 な相違 があ
る.Kantに あっては人間の思考法則 は外的経験 とは独立に,人 聞に 内在 し、`'
てい るので あるが,Herderにあっては,そ れは運動 発展 する外的 自然 との接
触 に よつて人間に生 み出 され た もので あった.こ こにIlerderの唯物 論的所
論 の核心 が見出 され,し か もそれが機械的唯物論 をはるかに あ り越 えた もので
あることを示 してい る二
Herderの歴史啓学は,時 代 をはるかに とび越 えて,一 方にお いてはDarPt'ilt
の進 化論に接続 し,侮 方 にお いてはFeuefbach・Marxdi唯物 論 に 接続 してい
る・ 時代 との この塑 のためlc,,かれの所 論やKant批 判 は,時 流 の外にお
きわすれ られ,か れの"憤 激"は 正当 な理解 を得 られず,そ の貴重 な 諸理念の
みの りは,な お後生 を待 たなければな らなかったので ある・
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(5)
初稿"Briefe"におけ そHerderの政治的 な思想 は,フ ランス 革命 に よって
激発 され,促 進 された もの とはい え,そ れはかれの哲学,歴 史観 の 当然 の帰結
で あった・ それまで は現実的 な基盤に結 びつ き得 ず,さ らに,画 囲の事情に
はばまれて,ま わ りくどい思考 と,用 心深 い表現 とにか くれ ていたにす ぎなか
った・ それ は,た とえば,か れが``ldeen"で国家の問題 を論ず る時,四 度 も
稿を政め た とい う事実に よって も知 られ る・
しか し,この関係は,外 国の政策 にたいす る批判活動 な どに 於 いては,また変
り た観点を許 す場合 がある.市 民階級 が 未発達 で あった ドイツにお ける先進
的思想家たちは,同 時代の先進諸国の市民的 イデオローク よりもむしろ とらわ
れぬ 自由を もっていた場合 もあったのである・ そして,か れ らは,先 進国の
社会的現実をみぬいて批判することがで きた.
たとえば,こ の時代に,経 済的に最 も強力に発達していた英国に於いては,
すでに資本主義的な植民地 収奪が顕著になっていた.そ して商業的利益 のた
めの戦争が次 々に行われていたのである.Herderをはじめとする18世紀末
の ドイツのhumanistiSchな思想家たちは,力をつ くして封建的 な抑圧や封建的
収奪戦争を止めさせるためにたたか う一方,同 時に資本主義的な新 しい搾取形
態を見破 り批判することがで きた・ ドイッに於いては未 だ資本主 義 が国 家
検閲を支配 していな炉ったから,英国の例にみるよ うな盗賊的な商業資本にた
いしては自由自在に批判することがで きたので ある・ この場合には ドイツ思
想家は政治的社会的な分析を,先 進諸国の思想家よ りもいつそ う明確な形で遂
行 した・ そしてこのような場合に,か れ らの観点がよ り正確にたしかめ られ
るのである.
(6)
ま こ とにHerderこそは当時にお ける ドイツ国民 の矛盾 と可能性 とを二身に
具現 してい たお そるべ き人物 といえる.こ こに は``IHumanittitsbriefe"を申
心 として,ぎ っとし・たスケ 。チを試 みたにす ぎない が,か れの 思想体系 が正 当
ヘルダーの ・Humanitatsbriefe　・s(71)
に ドイツ史 に組 み入れ られない か ぎ り,後 者 の理 解 は不十分 な もの に なって し
ま うだろ うこ とは 明 らかで ある.た とえばHerderの``ldeen"を無視 して,
あるい は軽視 して,Hegelの歴史哲学を 論ず る ことは,果 して公平 な 処 置 だ
ろ うか.こ のスケ 。チで は特 に弁 証 法 に つ い ては述べ なかったが,Kant,
Fichte,HegeLの線 だけで弁 証法 の歴史をた どる従来のや り方 は甚だ片手落 と
い うほかはない.ド イッ思想史にお ける もう一つの太い線一一 唯物 論的傾 向
の線のなかにHerderの体系 を組み入れ て,そ れに もつ と正当 な評価を与 えな
けれぼな らないだろ う.
